
平
成
十
九
年
十
一
月
十
四
日
提
出

質

問

第

二

一

六

号

文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
私
的
録
音
録
画
小
委
員
会
中
間
整
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

川

内

博

史
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文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
私
的
録
音
録
画
小
委
員
会
中
間
整
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
十
七
回
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
「
文
化
審
議
会
著
作
権
分

科
会
私
的
録
音
録
画
小
委
員
会
中
間
整
理
」
（
以
下
「
中
間
整
理
」
と
い
う
。
）
を
基
に
今
後
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年

五
月
六
日
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
改
正
案
」
と
い
う
。
）
を
ど

の
よ
う
な
形
で
作
成
す
る
か
及
び
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
政
府
に
対
し
質
問
す
る
。

一

中
間
整
理
百
四
ペ
ー
ジ
「
第
三
十
条
の
適
用
範
囲
か
ら
の
除
外
」
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

「
違
法
録
音
録
画
物
・
違
法
サ
イ
ト
か
ら
の
私
的
録
音
録
画
は
、
通
常
の
流
通
を
妨
げ
、
こ
れ
が
違
法
で
あ
る
と
い
う

秩
序
は
利
用
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
も
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
著
作
権
法
の
私
的
複
製
の

権
利
を
無
く
す
の
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
大
勢
だ
っ
た
。
」
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
が
「
大
勢
」
は
専
門
委
員

一
名
が
反
対
し
た
以
外
は
全
員
が
賛
成
し
た
と
の
意
味
か
。
或
い
は
、
賛
否
を
表
明
し
な
か
っ
た
者
及
び
欠
席
な
ど
の
理

由
に
よ
り
意
見
を
表
明
し
な
か
っ
た
者
は
全
て
賛
成
と
み
な
す
と
の
意
味
か
。

�

前
項
の
案
件
に
つ
い
て
、
文
化
審
議
会
運
営
規
則
（
平
成
十
八
年
二
月
十
七
日
文
化
審
議
会
決
定
）
第
三
条
に
基
づ
く

議
決
は
行
わ
れ
た
の
か
。
議
決
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
議
決
を
不
要
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
求
め

一



る
。

�

昨
年
十
一
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
八
年
第
七
回
小
委
員
会
に
お
け
る
資
料
一
「
著
作
権
法
第
三
十
条
の
範
囲

外
と
す
べ
き
利
用
形
態
に
つ
い
て
」
及
び
昨
年
十
二
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
八
年
第
八
回
小
委
員
会
に
お
け
る

資
料
二
「
著
作
権
法
第
三
十
条
に
つ
い
て
（
私
的
録
音
録
画
関
係
）
」
に
対
し
て
、
第
八
回
小
委
員
会
で
文
化
審
議
会
事

務
局
（
以
下
「
事
務
局
」
と
い
う
。
）
よ
り
「
事
務
局
と
し
て
は
ほ
ぼ
見
直
し
の
方
向
と
い
う
も
の
を
今
回
で
見
据
え
た

い
」
と
発
言
し
た
時
点
か
ら
一
貫
し
て
「
始
め
に
結
論
あ
り
き
」
の
強
引
な
議
事
進
行
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

批
判
が
生
じ
て
い
る
が
、
殊
に
専
門
委
員
一
名
の
み
が
強
硬
に
反
対
し
た
こ
と
に
対
し
中
間
整
理
で
は
「
違
法
対
策
と
し

て
は
、
海
賊
版
の
作
成
や
著
作
物
等
の
送
信
可
能
化
又
は
自
動
公
衆
送
信
の
違
法
性
を
追
求
す
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
適

法
・
違
法
の
区
別
も
難
し
い
多
様
な
情
報
が
流
通
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

で
違
法
と
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
萎
縮
さ
せ
る
懸
念
も
あ
る
な
ど
、
利
用
者
保
護
の
観

点
か
ら
反
対
だ
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
」
と
記
述
す
る
の
み
に
留
ま
っ
て
お
り
、
上
記
の
反
対
意
見
に
対
し
て
は
何
ら

の
検
討
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
検
討
を
加
え
る
必
要
が
存
在
し
な
い
と
事
務
局
が
思
料
す
る
理
由
は
何
か
。
当
該
専
門

委
員
の
意
見
は
杞
憂
に
過
ぎ
ず
、
検
討
に
値
し
な
い
か
そ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
場
合
で
も
リ
ス
ク
は
極
め
て
軽
微
で

二



あ
り
、
権
利
者
代
表
委
員
の
主
張
す
る
被
害
に
対
す
る
救
済
措
置
（
以
下
「
救
済
措
置
」
と
い
う
。
）
の
方
が
消
費
者
保

護
に
優
越
す
る
と
事
務
局
は
認
識
し
て
い
る
の
か
。

�

社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
の
平
成
十
七
年
一
月
二
十
七
日
付
報
道
発
表
に
よ
る
と
、
同
協
会
関
係
者
の
名
義
を

騙
っ
た
電
話
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
改
正
案
が
成
立
し
た
場
合
、
こ
の
事

例
と
同
様
の
権
利
者
を
詐
称
し
て
の
振
り
込
め
詐
欺
や
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
、
恐
喝
行
為
等
の
被
害
が
拡
大
す
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
改
正
案
に
反
対
し
た
専
門
委
員
も
本
年
九
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
九
年
第
十
三
回
小
委
員

会
に
お
い
て
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
が
、
事
務
局
は
か
か
る
詐
欺
行
為
や
恐
喝
行
為
の
増
加
に
対
す
る
懸
念
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
行
為
が
発
生
し
た
と
し
て
も
軽
微
な
も
の
に
留
ま
る
と
認
識
し
て
い
る

の
な
ら
ば
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
改
正
案
が
成
立
し
た
場
合
で
も
か
か
る
行
為
の
発
生
は
予
防
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

�

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
レ
コ
ー
ド
会
社
の
主
導
で
未
成
年
者
を
含
む
一
般
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
に
対
し
て
も

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
多
数
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
な
も
の
で
は
二
十
二
万
ド
ル
に
及
ぶ
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る

事
例
も
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
状
況
に
対
し
て
レ
コ
ー
ド
会
社
が
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
以
上
に
巨
額
の
賠
償
金
を
手

三



に
す
る
「
訴
訟
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
で
も
評
す
べ
き
不
健
全
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る

意
見
も
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
違
法
複
製
物
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
禁
止
規
定
を
創

設
し
た
場
合
に
そ
の
よ
う
な
不
健
全
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
発
生
さ
せ
る
危
険
性
に
道
を
開
く
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
平
成
十
九
年
第
十
三
回
小
委
員
会
に
お
け
る
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
（
以
下
「
レ
コ
ー

ド
協
会
」
と
い
う
。
）
の
専
門
委
員
も
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な
い
が
、
事
務
局
は
こ
の
よ
う
な
「
訴
訟
ビ
ジ
ネ

ス
」
発
生
の
懸
念
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
行
為
が
発
生
し
た
と
し
て
も
軽
微
な
も
の
に

留
ま
る
と
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
改
正
案
が
成
立
し
た
場
合
で
も
か
か
る
行
為
の
発
生

は
予
防
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�

中
間
整
理
百
五
ペ
ー
ジ
で
は
「
利
用
者
が
明
確
に
違
法
サ
イ
ト
と
適
法
サ
イ
ト
を
識
別
で
き
る
よ
う
、
適
法
サ
イ
ト
に

関
す
る
情
報
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
運
用
上
の
工
夫
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
、
世
界
中
に
膨
大
な
量
が
存
在

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
録
音
・
録
画
物
及
び
そ
れ
ら
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
全
て

を
適
法
と
違
法
の
二
種
類
に
選
別
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
可
能
も
し
く
は
、
将
来
的
に
そ
の
よ
う
な
技
術
が
開
発
さ
れ
る

目
処
は
立
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
レ
コ
ー
ド
協
会
が
提
案
し
て
い
る
よ
う
な
、
適
法
録
音
録
画
物
を
配
信
す
る
サ
イ
ト

四



に
対
し
て
認
定
マ
ー
ク
を
発
行
す
る
な
ど
の
方
法
を
用
い
る
場
合
、
当
該
マ
ー
ク
は
日
本
国
内
の
商
業
著
作
物
の
み
に
交

付
対
象
を
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
国
外
の
サ
イ
ト
に
日
本
国
内
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
た
場
合
や
商

業
目
的
で
な
い
個
人
著
作
物
に
対
し
て
も
認
定
マ
ー
ク
が
発
行
さ
れ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
禁
止
対
象
と
成

り
得
る
こ
と
か
ら
、
一
般
国
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
行
為
に
対
し
て
常
に
、
か
つ
高
確
率
で
損
害
賠
償

を
負
う
リ
ス
ク
を
生
じ
さ
せ
る
結
果
と
な
る
の
は
必
定
で
は
な
い
か
。
一
般
国
民
が
上
記
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
が
、
救

済
措
置
に
劣
後
す
る
と
事
務
局
が
思
料
す
る
理
由
は
何
か
。
全
て
の
一
般
国
民
が
対
象
と
成
り
得
る
重
大
な
問
題
で
あ
る

と
思
料
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
間
整
理
に
は
こ
の
点
に
対
す
る
検
討
を
行
っ
た
形
跡
が
全
く
見
出
さ
れ
な
い
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

�

ま
た
、
一
般
国
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
情
報
を
収
集
す
る
行
為
に
前
項
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
一
方
的

に
課
す
こ
と
は
、
知
る
権
利
の
阻
害
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
事
務
局
が
か
か
る
状
態
が
生
じ
て
も
知
る
権
利
の

阻
害
に
は
当
た
ら
な
い
、
も
し
く
は
結
果
的
に
一
般
国
民
の
知
る
権
利
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
っ
て
も
そ
れ
は
救
済
措
置

に
劣
後
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
料
す
る
場
合
、
そ
の
理
由
は
何
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

�

平
成
十
九
年
第
十
三
回
小
委
員
会
に
お
い
て
、
事
務
局
よ
り
い
わ
ゆ
る
動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
映

五



像
に
つ
い
て
、
当
該
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
利
用
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
視
聴
し
た
映
像
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
と
し
て
一
時

蓄
積
さ
れ
た
状
態
が
複
製
に
当
た
る
か
否
か
の
知
識
が
事
務
局
に
は
無
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
発
言
は

事
務
局
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
造
に
関
し
て
不
十
分
な
知
識
を
前
提
に
小
委
員
会
で
議
論
を
進
め
て
来
た
こ
と
と
同
義

で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
こ
の
発
言
に
補
足
し
て
説
明
さ
れ
た
「
仮
に
現
行
の
著
作
権
法
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
『
複
製
』
と

解
釈
さ
れ
て
も
権
利
制
限
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
」
は
、
そ
の
見
解
に
基
づ
く
条
文
が
法
律
に
明
記
さ
れ

な
け
れ
ば
意
味
を
為
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

二

中
間
報
告
に
お
い
て
は
委
員
間
の
意
見
の
隔
た
り
が
大
き
く
、
結
論
を
持
ち
越
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
私
的
録
音
録
画
補

償
金
制
度
で
あ
る
が
、
本
年
十
月
十
二
日
付
の
内
閣
官
房
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
名
義
文
書
「
平
成
二
十
年
度

知
的

財
産
関
連
予
算
の
概
算
要
求
等
の
概
要
」
（
以
下
「
概
算
要
求
概
要
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
、
同
制
度
に
関
す
る
記
述
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

�

概
算
要
求
概
要
に
お
い
て
は
「
検
討
中
の
法
案
」
と
し
て
「
〇
著
作
権
法
の
一
部
改
正
（
私
的
録
音
録
画
補
償
金
制
度

見
直
し
等
）
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
は
政
府
と
し
て
中
間
整
理
の
記
載
内
容
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
法
第
三

十
条
二
項
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
記
述
で
あ
る
の
か
。

六



�

ま
た
、
前
項
の
「
見
直
し
等
」
の
「
等
」
に
は
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
改
正
案
が
含
ま
れ
る
予
定
な
の
か
、

詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

七


